


























【実験】Mo30V10O112 の組成式を持つ Orthorhombic、Tetragonal、Amorphous-MoVO-POM 及び Mo21V6O75 の組
成式を持つ Trigonal-MoVO-POM（図 1）と Bi1.1Mo30.5V9.5O112 の組成式を持つ Bi 含有 Orthorhombic-MoVBiO-
POM、組成式が不明な Cr、V を含む CrVO-POM を既報に従い合成し、これら活物質を 30wt%、カーボンブ
ラック 60wt%、ポリフッ化ビニリデン 10wt%からなる正極を用いてナトリウム及びリチウム電池を作製し、
その定電流充放電測定を行った。なお、電圧範囲は 4.0-1.0V（ナトリウム電池）、4.0-1.5V（リチウム電池）と
した。また、SPring-8 BL14B1 にて in situ XAFS 測定を行った。 
【結果】ここでは、MoVO 系物質の結果について主に述べる。5 種類の MoVO
の充放電測定結果より、リチウム電池では、結晶系の違いによる電池容量の
大きな違いは見られなかった。一方で、それらのナトリウム電池において
は、Mo21V6O75 (Trigonal-MoVO : 図 1)を正極活物質とする電池が、1 サイク
ル目で 287mAh/g と最も大きな容量を示した。30 サイクル後でも 93%の容
量を維持し、リチウム電池の 79%より安定な容量保持率が得られた（図 2）。 
このナトリウム電池の Mo 及び V K-edge in situ XANES 測定より、放電過




って動作していることが明らかになった。一般的に、Mo を含む POM 関連
物質を用いたリチウム電池では、4.0-1.5V の電圧範囲で Mo6+は Mo4+まで還
元されるが、リチウムよりナトリウムの方が標準電極電位が高いため、ナト




なお、EXAFS スペクトルと ex situ XRD 測定より、充放電に伴う Mo-O の
可逆な結合長変化を伴う結晶構造変化が観測され、これらの反応機構により
Trigonal-MoVO-POM ナトリウム電池の高容量かつ安定なサイクル特性が実現されていることが分かった。 




図 2.Trigonal-MoVO-POM 電池の 
サイクル特性 























図 1.Trigonal-MoVO-POM の構造図 
(a) Top view (b) Side view 
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